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【資料】 

1. 調査団員・氏名 

(1) 第 1 次現地調査 

氏 名 担 当 所 属 

美馬 巨人 

Mr. Kyojin MIMA 
団長/総括 

独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力部業務第三グループ長 

井上 啓 

Mr. Hiromu INOUE  
計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力部業務第三グループ 

水資源・環境チーム 

井川 雅幸 

Mr. Masayuki IGAWA 
業務主任/水道計画 

（株）協和コンサルタンツ 

国際事業部 海外統括部長 

進藤 昌明 

Mr. Masaaki SHINDO 
浄水場施設計画・設計

（株）東京設計事務所 

海外部上席主幹 

与田 博恭 

Mr. Hiroyasu YODA 
配水施設計画・設計 

（株）協和コンサルタンツ 

嘱託 

内藤 晃司 

Mr. Koji NAITO 
管路計画・設計 

（株）協和コンサルタンツ 

国際事業部 主任技師 

渡辺 香容子 

Ms. Kayoko WATANABE 
通訳 

（株）協和コンサルタンツ 

嘱託 

 

(2) 第 2 次現地調査 

氏 名 担 当 所 属 

鈴木 達男 

Mr. Tatsuo SUZUKI 
団長/総括 

独立行政法人 国際協力機構 

ホンジュラス事務所 所長 

井上 啓 

Mr. Hiromu INOUE  
計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力部業務第三グループ 

水資源・環境チーム 

井川 雅幸 

Mr. Masayuki IGAWA 
業務主任/水道計画 

（株）協和コンサルタンツ 

国際事業部 海外統括部長 

進藤 昌明 

Mr. Masaaki SHINDO 
浄水場施設計画・設計

（株）東京設計事務所 

海外部上席主幹 

与田 博恭 

Mr. Hiroyasu YODA 
配水施設計画・設計 

（株）協和コンサルタンツ 

嘱託 

内藤 晃司 

Mr. Koji NAITO 
管路計画・設計 

（株）協和コンサルタンツ 

国際事業部 主任技師 

神保 士朗 

Mr. Shiro JIMBO 
電気・機械設備計画 

（株）東京設計事務所 

海外部上席主幹 

樋口 宏之 

Mr. Hiroyuki HIGUCHI 

機材計画/施工計画 

/積算 

（株）協和コンサルタンツ 

国際事業部 主任技師 

渡辺 香容子 

Ms. Kayoko WATANABE 
通訳 

（株）協和コンサルタンツ 

嘱託 

 

(3) 基本設計概要説明調査 
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氏 名 担 当 所 属 

鈴木 達男 

Mr. Tatsuo SUZUKI 
団長/総括 

独立行政法人 国際協力機構 

ホンジュラス事務所 所長 

井上 啓 

Mr. Hiromu INOUE  
計画管理 

独立行政法人 国際協力機構 

無償資金協力部業務第三グループ 

水資源・環境チーム 

猶野 喬 

Mr. Takashi NAONO 
無償資金協力 

外務省国際協力局 

無償資金・技術協力課 

井川 雅幸 

Mr. Masayuki IGAWA 
業務主任/水道計画 

（株）協和コンサルタンツ 

国際事業部 海外統括部長 

与田 博恭 

Mr. Hiroyasu YODA 
配水施設計画・設計 

（株）協和コンサルタンツ 

嘱託 

内藤 晃司 

Mr. Koji NAITO 
管路計画・設計 

（株）協和コンサルタンツ 

国際事業部 主任技師 

渡辺 香容子 

Ms. Kayoko WATANABE 
通訳 

（株）協和コンサルタンツ 

嘱託 
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2. 調査行程 

(1) 第 1 次調査行程 
 

業務主任/水道計画
及び通訳

浄水場施設
計画・設計

配水施設
計画・設計

管路計画
・設計

1 7/16 日

2 7/17 月

3 7/18 火

4 7/19 水

5 7/20 木

6 7/21 金

7 7/22 土 移動(ﾃｸﾞｼ→米国)

8 7/23 日 移動（米国→）

9 7/24 月 移動(→成田)

10 7/25 火

11 7/26 水

12 7/27 木

13 7/28 金

14 7/29 土

15 7/30 日

資料収集・SANAA協議

移動（ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ→米国）

移動（米国→）

移動（→成田）

資料収集・SANAA協議

資料収集・SANAA協議

現場踏査

現場踏査

現場踏査

移動（成田→米国）

移動（米国→ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ）, JICA事務所表敬

(a.m.) 国際協力庁(SETCO)表敬, SANAA表敬　(p.m.) ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ説明

(a.m.) 水源地踏査　　(p.m.) SANAA協議

(a.m.) ミニッツ協議　　(p.m.) 団内協議

(a.m.) ミニッツ署名　　(p.m.) JICA・大使館報告 資料収集

コンサルタント団員
工
程

日
程

曜
日

JICA団員 
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(2) 第 2 次調査行程 

 工

 
 
 
 
 
 
 
 
 1

 
1

1

 1

 1
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23

 24

 25

 26
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28

 29

 30

 32

 33

 
34

35

 

業務主任/水道計画
及び通訳

浄水場施設
計画・設計

配水施設
計画・設計

管路計画
・設計

電気・機械
設備計画

機材計画/
施工計画/積算

第2次現地調査

1 9/25 月 移動（成田→米国）

2 9/26 火 移動（米国→ﾃｸﾞｼ）

3 9/27 水 SANAA協議

4 9/28 木 担当分野調査

5 9/29 金 同上

6 9/30 土 同上

7 10/1 日 団内ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

8 10/2 月 担当分野調査

9 10/3 火 同上

0 10/4 水 同上

1 10/5 木 同上 移動（成田→）

2 10/6 金 同上 移動(→ﾃｸﾞｼ)

3 10/7 土 同上 担当分野調査

4 10/8 日

5 10/9 月

10/10 火

10/11 水

10/12 木

10/13 金

10/14 土

10/15 日 移動（成田→米国）

2 10/16 月 移動（米国→ﾃｸﾞｼ）

10/17 火

10/18 水

10/19 木

10/20 金
(a.m.) ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ市協議

(p.m.) JICA報告

7 10/21 土 移動(ﾃｸﾞｼ→米国)

10/22 日 移動（米国→） 資料整理 移動(ﾃｸﾞｼ→米国) 資料整理

10/23 月 移動（→成田） 担当分野調査 移動（米国→） 担当分野調査

10/24 火 同上 移動（→成田） 同上

31 10/25 水 補足調査 同上

10/26 木 同上 同上

10/27 金 移動(ﾃｸﾞｼ→米国) 移動(ﾃｸﾞｼ→米国)

10/28 土 移動（米国→） 移動（米国→）

10/29 日 移動（→成田） 移動（→成田）

移動（成田→米国）

移動（米国→ﾃｸﾞｼ）

コンサルタント団員

程
日
程

曜
日

JICA団員

同上

同上

SANAA協議

担当分野調査

団内ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

担当分野調査

同上

同上

同上

同上

同上

団内ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

移動（成田→）

移動(→ﾃｸﾞｼ)

担当分野調査

(a.m.) SANAA協議
(p.m.) M/M署名、大使館報告

移動(ﾃｸﾞｼ→米国)

同上

団内ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

(a.m.) SANAA協議
(p.m.) JICA協議

SANAA協議

同上

同上

担当分野調査

移動（米国→）

移動（→成田）

担当分野調査

同上

担当分野調査

同上

同上

同上

同上

同上
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(3) 基本設計概要説明調査行程 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業務主任/水道計画
及び通訳

配水施設
計画・設計

管路計画
・設計

1 2/24 土

2 2/25 日

4 2/27 火

5 2/28 水

6 3/1 木 ミニッツ協議 ミニッツ協議

7 3/2 金
(a.m.) ミニッツ協議

(p.m.) ミニッツ署名、JICA・大使館報告

8 3/3 土 移動(ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ→米国)

9 3/4 日 移動（米国→）

10 3/5 月 移動(→成田)

外務省団員

移動（成田→米国）

(a.m.) 移動（米国→ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ）

技術協議

SANAA・市役所協議 (外務省団員は隣国調査へ参加)

移動（成田→米国）

移動（米国→ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ）

(a.m.) 現地踏査
3 2/26 月

(p.m.) JICA協議、大使館協議

移動(→成田)

移動(ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ→米国)

移動（米国→）

(a.m.) ミニッツ協議
(p.m.) ミニッツ署名、JICA・大使館報告

(a.m.) 国際協力庁(SETCO)表敬, SANAA表敬　(p.m.) SANAA・市役所協議

コンサルタント団員
工
程

日
程

曜
日

JICA団員
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3. 関係者(面会者)リスト 

【国際協力庁(SETCO)】 

Karen Lizeth Zelaya Ministra (大臣) 

  Guadalupe Hung Pacheco Secretario Adjunto (補佐官) 

  Rosa Duarte Directora de Gestion (管理部長) 

【上下水道公社(SANAA)】 

Jorge Mendez Gerente General (総裁) 

Orga Mendez Subgerente (副総裁) 

Ramon Cuellar Asesor Gerencia (総裁室助役) 

Marcio Rodriguez Gerente Division de Planificacion (計画局長) 

Tomas Romero Jefe de Operacion (維持管理部長) 

Miriam E. Norvaez Control y Seguimiento (管理・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ担当) 

Edmond Madrid Asistente de Operacion (運転部助手) 

Marco A Moreno Ingeniero de Proyecto (プロジェクト技師) 

Angel S. Zelaya Coordinador de Proyecto (プロジェクト調整役) 

Francisco A. Zepeda Jefe de Operacion (運転部長) 

Gladis Rojas Asistente de Investigacion (調査部助手) 

Luis A. Hernandez Coordinador (調整役) 

Helga Caliz Ingeniera de Proyectos (ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ技師) 

Rosbal Rodriguez Encargado de Ambiente (水文流域部環境担当) 

Carlos Tosta Encargado de Ambiente (水文流域部環境担当) 

Cesar Augusto Guillen Jefe de Control de fugas (漏水管理部長) 

【世界銀行】 

Nicole A. Maywah Finance, Private Sector and Infrastructure 

 Latin America and the Caribbean Region 

(南米・カリブ地域、財政・民間セクター・社会基盤担当) 

Custavo Saltiel Senior Water Engineer 

 (同上、シニアウォーターエンジニア) 

【テグシガルパ市】 

Ricardo Alvarez Arias Alcalde (市長) 

Henry Merriam Asesor de la Alcaldia Municipal 

 （テグシガルパ市顧問） 

Agr. Carlo Foletti  Consultor de Apoyo Tecnico de la Alcaldia Municipal 

 （テグシガルパ市技術支援コンサルタント） 

Irving Guerrero  Director de UGASAM (Unidad de Gestion de Agua y 

Saneamiento de Alcaldia Municipal) （UGASAM 局長） 
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A3-2 

Ivan Vigil Abogado de la Alcaldia Municipal 

 （テグシガルパ市顧問弁護士） 

Guillermo Mazariegos Tecnico, Alcaldia Municipal de Distrito Central  

 (UGASAM 技師) 

【JICA ホンジュラス事務所】 

鈴木 達男 所長 

小田 亜紀子 次長 

金井 優子 職員 

 【在ホンジュラス日本大使館】 

肥塚 隆  特命全権大使 

長沼 始 参事官 
井上 琢磨  三等書記官 

 
 
 

























































































































５． 事業事前計画表（基本設計時） 

１．案件名 

ホンジュラス国テグシガルパ緊急給水計画 

２．要請の背景(協力の必要性・位置付け) 

ホンジュラス共和国(以下、ホ国)は１人当たり GDP が 1,148 ドル(2005 年 IMF)と中南米における最貧

国のひとつである。主要産業は農林水産業であり、主な輸出品はコーヒー、バナナ、エビであるが、貿易

赤字は拡大傾向にある。長期に渡る経済停滞もあり、世界銀行（以降：世銀）、国際通貨基金（以降：

IMF）等の支援を受けている。 

首都テグシガルパ市の水道事業は SANAA（職員数約 1,700 人）の首都圏局が担当しており、給水人

口 81.7 万人(2005 年推計値)、普及率 92%を達成しているが、サービスレベルは低く、時間給水が全ての

配水区で生じている。また、市周辺地区住民は給水車での給水に頼らざるを得ない状況下にあり、水道

施設整備は緊急を要している。特に水源の不足が大きな課題となっている。我が国は、ハリケーン・ミッ

チの被害の復旧を目的とする無償資金協力「テグシガルパ市上水道復旧整備計画」(1999～2003 年)を

実施し、さらに開発調査「テグシガルパ市水供給計画調査」(2000～2001 年)によって 2015 年を目標年次

とするマスタープラン（新規水源開発）を策定するとともに、優先プロジェクトのフィージビリティスタディを

実施した。 

ホ国政府は、同開発調査の提言に基づき、水源不足を補うことを目的として、ロス・ラウレレス II ダム

建設を中心とする「テグシガルパ緊急給水計画」を作成し、我が国に対し無償資金協力を要請した。現

時点では同要請には技術的な課題が多いことが判明し延期することとなった。対応策としては代替プロ

ジェクトとして、以下の 4 つのコンポーネントから成る計画が要請された。 

① テグシガルパの配水システム復旧計画 

② 給水車による貧困地区への給水計画 

③ オホホナ川取水堰からコンセプシオンダムへの開水路による転流拡張計画 

④ ピカチョシステムのサンファンシート導水路改善及びピカチョ浄水場拡張改修計画 

上記の要請に対して、我が国は協力の必要性及び妥当性を確認するため、2006 年 7 月 16 日から調

査団を派遣した。市内の送配水管の整備を行うことによって、テグシガルパ市の給水事情が改善するこ

とが確認され、また、ピカチョ浄水場の処理能力を拡張することで給水量の拡大が可能となることが確認

された。 

なお、上記①、②及び④のうち、水道施設の整備については無償資金協力としての必要性・妥当性が

確認されたが、③は今後の技術協力において取り扱うべき内容であることから本協力対象には含めな

いこととした。また、上記①では配管資材ならびに管理用車両、上記②では給水車の調達も要請されて

いたが、検討の結果、機材調達は本協力対象には含めないこととした。  
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３．プロジェクト全体計画概要 

*下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動及び投入 

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

テグシガルパ市の住民に対してホ国の飲料水質基準を満たす安全な水道水が供給され、給

水事情が改善する。  

(整備される送配水施設による給水対象人口： 25.6 万人 2010 年推計)  

 

（２） プロジェクト全体計画の成果(下線は本無償資金協力が直接関係する事項) 

① 水道施設が整備される。 

② 浄水場の生産量が増加する。 

③ 市内の給水制限が縮小する。 

④ 漏水量が減少する。 

 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 (下線は本無償資金協力が直接関係する事項) 

① 浄水場を改修・拡張する。 

② 送配水管を布設する。 

③ 配水池を建設する。 

④ 給水ステーションを建設する。 

⑤ 給水ステーションを使用して市周辺地区(貧困地区)に対する給水活動を実施する。 

⑥ 整備された施設を活用して給水事業を行う。 

 

（４） 投入(インプット) 

① 日本側（＝本案件）：無償資金協力 18.17 億円 

② 相手国側 

・ 無償資金協力に対応する負担事項履行のために必要な経費 

・ 浄水場及び給水ステーションの運転維持管理に係る経費の確保及び人員の配置 

 

（５） 実施体制 

主管官庁及び実施機関 ： 上下水道公社 (SANAA) 
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４．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

ホンジュラス国テグシガルパ市 

 

（２） 概要 

① ピカチョ浄水場の改修・拡張 

   沈澱池及び急速ろ過池の増設、流量計、薬品注入設備などの設置 

② 配水池の建設 

   鉄筋コンクリート製(地上式 4 池 高架式 2 池)、鋼製(地上式 3 池) 

③ 送配水管の布設 

    ペリフェリカ 22 路線(送水管約 15.3km φ150～400mm) 

エルシティオ路線(配水管約 1.5km φ150mm) 

サンフランシスコ地区(配水管約 2.9km φ75～200mm) 

④ 給水ステーション(2 箇所)の建設 

   給水車のための給水栓(ロス・ラウレレス地区、トンコンティン地区) 

 

（３） 相手国側負担事項 

① 建設用地の清掃、整地 

② 建設サイトまでのアクセスの確保、整備 

③ 建設サイトまでの送電線の引込みとトランスの設置 

④ 建設サイトにおけるフェンス、門扉、照明等の付帯工事 

 

（４） 概算事業費 

概算事業費  18.27 億円（無償資金協力 18.17 億円、ホ国側負担 0.10 億円） 

 

（５） 工期 

詳細設計･入札期間を含め約 38 ヶ月（予定） 

 

（６） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし。 

 

 

５．外部要因リスク 

（１） 国内の治安が悪化しない。 

（２） 自然災害による被害を受けない。 

（３） 降雨量などの自然条件が悪化しない。 
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６．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に関わる提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

指 標 2006 年 
計画年度 

（2010 年） 

ﾋﾟｶﾁｮ浄水場の雨期期間の最大生産量 
900 ㍑/秒 

(77,760 m3/日) 

1,100 ㍑/秒 

(95,040 m3/日) 

送・配水管の漏水量 

（ﾍﾟﾘﾌｪﾘｶ 22 路線、ｻﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ地区配水管） 
34 ㍑/秒 減少 

市南東部の雨期の給水時間 
1～2 日/月 

(最低地区) 
10 日/月以上 

給水車 1 台当たりの給水回数 平均 2 回/日 平均 3 回/日 

 

（２） その他の成果指標 

なし 

 

（３） 評価のタイミング 

計画目標年 2010 年度末、完工後 

 

 


	【資料】
	1.　調査団員・氏名
	2.　調査行程
	3.　関係者(面会者)リスト
	4.　討議議事録(M/D)
	4.1　第1次現地調査時
	4.2　第2次現地調査時
	4.3　基本設計概要書説明調査時

	5.　事業事前計画表(基本設計時)




